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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年５月期第２四半期 12,879 － 323 － 415 － 291 －

2021年５月期第２四半期 11,615 － 50 － 118 － 77 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年５月期第２四半期 73.44 －

2021年５月期第２四半期 19.57 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年５月期第２四半期 20,378 12,643 62.0

2021年５月期 19,763 12,501 63.3

（参考）自己資本 2022年５月期第２四半期 12,643百万円 2021年５月期 12,501百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年５月期 － 0.00 － 23.00 23.00

2022年５月期 － 0.00

2022年５月期（予想） － 23.00 23.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,000 － 500 － 650 － 430 － 108.38

１．2022年５月期第２四半期の業績（2021年６月１日～2021年11月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用

したため、上記に係る対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用

しており、2022年５月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており

ます。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年５月期の業績予想（2021年６月１日～2022年５月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用してお

り、上記の業績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっており、対前期増減率は記載しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年５月期２Ｑ 4,284,500株 2021年５月期 4,284,500株

②  期末自己株式数 2022年５月期２Ｑ 313,158株 2021年５月期 318,258株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年５月期２Ｑ 3,967,357株 2021年５月期２Ｑ 3,966,242株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に当たって

の注意事項等については、添付資料Ｐ２.「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………………………… 2

２．四半期財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期貸借対照表 ………………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期損益計算書 ………………………………………………………………………………………………… 5

第２四半期累計期間 ……………………………………………………………………………………………… 5

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………………………… 6

（４）四半期財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 7

（セグメント情報） ………………………………………………………………………………………………… 7

○添付資料の目次

- 1 -

㈱オータケ(7434)
2022年５月期　第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大による経済活動の停滞が続きまし

た。ワクチンや治療薬の進展によりコロナ禍の状況は改善に向かっているものの、新しい変異株の確認やサプライ

チェーンの混乱に伴う供給制約等により、景気の先行きの不透明感が依然として払拭できない状況であります。一

方では需要急増による供給の逼迫が発生、価格上昇による企業収益への悪影響が懸念されております。

　当管材業界におきましても、需要急増による原材料価格の上昇やそれに伴う製品価格の値上げが相次いだことに

加え、人手不足による人件費および物流費等の高騰は今まで以上に顕在化してきており、当社を取り巻く事業環境

は引き続き予断を許さない状況にあります。

　このような状況の下、当社は今年６月より経営理念を刷新いたしました。また「３カ年事業戦略中期経営計画」

を策定、そのビジョンとして掲げた「中部圏強化」「首都圏地盤固め」「働き方改革　生産性重視」の３つの事業

戦略を推進してまいりました。今後も売上拡大に取り組んでいくとともに、物流・ＥＣ等の事業基盤の整備・拡充

を進め、収益性及び企業価値の向上に積極的に取り組んでまいります。

　この結果、当第２四半期累計期間における売上高は128億79百万円（前年同期比10.9％増）となりました。利益

につきましては、売上高増加により売上総利益も増加したため営業利益が３億23百万円（前年同期比537.4％

増）、経常利益は４億15百万円（前年同期比252.1％増）となり、四半期純利益につきましては２億91百万円（前

年同期比275.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

  当第２四半期会計期間末の総資産は203億78百万円となり、前事業年度末と比べ６億15百万円増加しました。こ

の主な要因は、電子記録債権が４億55百万円減少したものの、現金及び預金が６億27百万円、受取手形及び売掛金

が２億38百万円、商品が３億86百万円増加したこと等によります。

　負債合計は77億35百万円となり、前事業年度末と比べ４億73百万円増加しました。この主な要因は、買掛金が３

億51百万円、電子記録債務が２億12百万円増加したこと等によります。

　純資産は126億43百万円となり前事業年度末と比べて１億42百万円増加しました。この主な要因はその他有価証

券評価差額金が65百万円減少したものの、利益剰余金が１億99百万円増加したこと等によります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、現在のところ2021年12月24日に発表した通期の業績予想を修正せず、据え置いており

ます。なお、業績予想を見直す必要が生じた場合には、速やかに開示する予定です。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年５月31日)

当第２四半期会計期間
(2021年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,387,646 2,015,385

受取手形及び売掛金 6,696,657 6,934,789

電子記録債権 2,928,353 2,472,458

商品 2,238,377 2,624,989

その他 137,788 81,302

貸倒引当金 △6,671 △6,434

流動資産合計 13,382,152 14,122,491

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,071,528 1,043,020

土地 3,214,584 3,214,584

その他（純額） 85,409 79,892

有形固定資産合計 4,371,521 4,337,497

無形固定資産 76,195 68,893

投資その他の資産

投資有価証券 1,793,504 1,708,198

関係会社株式 23,000 23,000

その他 121,199 122,848

貸倒引当金 △4,211 △4,183

投資その他の資産合計 1,933,492 1,849,864

固定資産合計 6,381,209 6,256,254

資産合計 19,763,362 20,378,746

負債の部

流動負債

電子記録債務 3,898,502 4,110,525

買掛金 1,791,239 2,143,115

未払法人税等 150,792 150,996

賞与引当金 141,828 133,870

その他 244,686 178,543

流動負債合計 6,227,048 6,717,050

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 113,962 113,962

退職給付引当金 661,432 669,590

資産除去債務 39,264 39,378

その他 220,240 195,091

固定負債合計 1,034,899 1,018,022

負債合計 7,261,948 7,735,072

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年５月31日)

当第２四半期会計期間
(2021年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,312,207 1,312,207

資本剰余金 1,315,697 1,315,697

利益剰余金 10,000,812 10,199,849

自己株式 △550,345 △541,527

株主資本合計 12,078,371 12,286,226

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 654,525 588,930

土地再評価差額金 △231,483 △231,483

評価・換算差額等合計 423,042 357,447

純資産合計 12,501,413 12,643,673

負債純資産合計 19,763,362 20,378,746
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2020年６月１日
　至　2020年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年６月１日

　至　2021年11月30日)

売上高 11,615,968 12,879,325

売上原価 10,149,510 11,098,097

売上総利益 1,466,457 1,781,227

販売費及び一般管理費 1,415,750 1,458,045

営業利益 50,707 323,182

営業外収益

受取利息 4 1

受取配当金 32,501 26,023

仕入割引 43,848 50,585

その他 14,689 21,399

営業外収益合計 91,043 98,010

営業外費用

支払利息 660 1,047

売上割引 19,921 －

その他 3,062 4,288

営業外費用合計 23,644 5,335

経常利益 118,106 415,857

税引前四半期純利益 118,106 415,857

法人税、住民税及び事業税 23,071 122,931

法人税等調整額 17,421 1,553

法人税等合計 40,493 124,485

四半期純利益 77,613 291,372

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2020年６月１日
　至　2020年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年６月１日

　至　2021年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 118,106 415,857

減価償却費 69,084 63,475

貸倒引当金の増減額（△は減少） △983 △265

賞与引当金の増減額（△は減少） △22,852 △7,958

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11,358 8,158

受取利息及び受取配当金 △32,506 △26,025

支払利息 660 1,047

固定資産売却損益（△は益） △171 △9

売上債権の増減額（△は増加） 469,702 217,763

棚卸資産の増減額（△は増加） △63,405 △386,612

仕入債務の増減額（△は減少） △153,045 563,898

未払金の増減額（△は減少） △68,039 △5,572

その他 △28,623 18,581

小計 276,568 862,339

利息及び配当金の受取額 32,506 26,025

利息の支払額 △660 △1,047

法人税等の支払額 △62,339 △137,462

営業活動によるキャッシュ・フロー 246,074 749,854

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △19,113 △9,293

有形固定資産の売却による収入 171 9

無形固定資産の取得による支出 △14,675 △13,615

投資有価証券の取得による支出 △12,440 △7,992

投資有価証券の売却による収入 250 －

貸付金の回収による収入 260 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,547 △30,891

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △91,223 △91,223

財務活動によるキャッシュ・フロー △91,223 △91,223

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 109,302 627,739

現金及び現金同等物の期首残高 1,842,442 1,387,646

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,951,745 2,015,385

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

１　収益認識に関する会計基準等の適用

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

(1)代理人取引に係る収益認識

　代理人取引に係る収益認識について、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりまし

たが、顧客への商品の提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から

商品の仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

(2)取引価格に係る収益認識

　売上代金の回収時に計上しておりました売上割引については、変動対価の影響を反映させた金額として算定

する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱

いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収

益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに行われた契約

変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１

四半期会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第２四半期累計期間の売上高149,969千円、売上原価128,153千円、営業利益21,815千円、営業外

費用合計21,815千円それぞれ減少しておりますが、経常利益、四半期純利益に変動はありません。また、利益剰

余金の当期首残高に影響はありません。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前

事業年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

２　時価の算定に関する会計基準等の適用

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これにより、四半期累計期間に係る四半期

財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報）

　前第２四半期累計期間（自2020年６月１日　至2020年11月30日）及び当第２四半期累計期間（自2021年６月１

日　至2021年11月30日）

当社は、管工機材の卸業者として、バルブ、継手、冷暖房機器、衛生・給排水機器及びパイプ類等の仕入・

販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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